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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 95 22.3 △389 ― △101 ― △103 ―
22年3月期第3四半期 78 △91.6 △319 ― 81 ― 87 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △784.89 ―
22年3月期第3四半期 663.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 1,251 1,202 96.1 9,115.68
22年3月期 1,361 1,310 96.3 9,938.35

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  1,202百万円 22年3月期  1,310百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 130 25.0 △710 ― △299 ― △303 ― △2,304.49

m.sato
ロゴ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後のさまざまな要因によって異なる結果と
なる可能性があります。 
業績予想の前提条件、その他関連する事項については、［添付資料］Ｐ2「連結業績予想に関する定性的情報」を参照して下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 131,868株 22年3月期  131,868株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 131,868株 22年3月期3Q 131,868株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、海外経済の回復や一部の業態における内需の回復等により、緩やか

な改善傾向が見られましたが、高水準で進行する円高のほか、厳しい雇用・所得環境等により景気は弱含みとなり

ました。当社の属する医薬品業界は、新薬開発という観点において全般的に画期的新薬の創出が不足していること

に加え、大手製薬会社を中心とした主力薬の特許失効や医療費抑制政策等によって厳しい状況にあります。  

 このような状況のもと、当社は当第３四半期連結累計期間において、創薬事業はＰＣ－ＳＯＤ（吸入投与）を中

心に研究開発を進め、ＥＩＰ事業は継続して販売活動を行って参りました。 

 当第３四半期連結累計期間の売上高は95,815千円（前年同四半期比22.3％増）、営業損失は389,372千円（前年

同四半期比22.0％増）、経常損失101,574千円（前年同四半期は経常利益81,587千円）、四半期純損失103,501千円

（前年同四半期は四半期純利益87,545千円）となりました。  

  

（創薬事業） 

 当社が現在最も研究開発に注力している特発性肺線維症を対象疾患としたＰＣ－ＳＯＤ（吸入投与）について、

12月より第Ⅰ相臨床試験に係る「健康人を対象とした反復投与試験」を開始しました。これは、動物で吸入投与の

安全性を確認後に９月22日より第Ⅰ相臨床試験を開始し、健康人を対象とした単回投与試験が予定通り11月をもっ

て無事終了したため、同試験を開始したものであります。同試験が順調に進展した場合、第Ⅰ相臨床試験の終了目

処は平成23年３月を予定しております。 

 また、当社のパイプラインであるステルス型ナノ粒子に関して、北京泰德制药股份有限公司（以下、北京泰徳製

薬）と共同研究開発契約を締結しました。これは、中国において各種薬剤を封入することが可能な同技術を用いて

新たなＤＤＳ製剤の研究開発を共同で実施することを目的としたもので、本契約締結によって基礎的研究をより一

層推し進め、将来的に中国における新たな医薬品の創製を目指して参ります。その他の中国プロジェクトについ

て、既に北京泰徳製薬に対しライセンスアウトを行った「ＰＣ－ＳＯＤ（注射剤）」は、概ね良好に進捗してお

り、平成23年４月頃までに中国当局へＩＮＤ申請を行う予定であります。 

 ライセンス及び共同開発先の探索活動は、主要パイプラインについて、継続してアジアを中心とした国々で秘密

保持契約等を締結し、ライセンスアウトに向けた交渉を続けております。 

（ＥＩＰ事業） 

 当第３四半期連結累計期間におけるＥＩＰ事業の売上高は56,570千円で、当初計画には及ばない結果となりまし

た。これは、複数の製薬会社に対してＥＩＰ杵の本格採用を見込んでおりましたが、当社の想定よりも先方が検討

時間を多く要していること等が主な要因であります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期末の総資産は、前期末に比べ110百万円減少し、1,251百万円となりました。これは主に事業収支の

マイナスによるものであります。負債は前期末と概ね同様に推移しております。純資産につきましても、総資産の

減少理由と同様に当第３四半期連結累計期間における事業収支のマイナスにより減少しております。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因によって、予想数値と 

異なる可能性があります。なお、現時点での通期の業績予想につきましては、平成22年10月29日に公表いたしまし

た数値に変更はございません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用 

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適 

用により、当第３四半期連結累計期間では「少数株主損益調整前四半期純損失」、当第３四半期連結会計期間では

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 856,281 567,047

受取手形及び売掛金 23,824 22,916

その他 120,500 164,674

流動資産合計 1,000,606 754,638

固定資産   

有形固定資産   

建物 5,160 5,160

減価償却累計額 △1,504 △981

建物（純額） 3,655 4,179

機械及び装置 83,301 83,301

減価償却累計額 △48,808 △33,111

機械及び装置（純額） 34,493 50,190

工具、器具及び備品 14,365 14,365

減価償却累計額 △4,275 △4,098

減損損失累計額 △9,857 △9,857

工具、器具及び備品（純額） 232 408

有形固定資産合計 38,381 54,778

無形固定資産   

特許権 150,000 178,125

無形固定資産合計 150,000 178,125

投資その他の資産   

長期預金 － 300,000

破産更生債権等 240,000 240,000

その他 62,181 73,804

貸倒引当金 △240,000 △240,000

投資その他の資産合計 62,181 373,804

固定資産合計 250,563 606,707

資産合計 1,251,169 1,361,345

- 3 -

㈱ＬＴＴバイオファーマ（4566）　平成23年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 － 1,118

未払金 6,233 5,963

債務保証損失引当金 30,000 30,000

その他 4,123 2,972

流動負債合計 40,356 40,054

固定負債   

退職給付引当金 7,959 9,954

その他 786 786

固定負債合計 8,746 10,740

負債合計 49,102 50,795

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,852,558 1,852,558

利益剰余金 △645,509 △542,007

株主資本合計 1,207,048 1,310,550

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4,981 －

評価・換算差額等合計 △4,981 －

純資産合計 1,202,067 1,310,550

負債純資産合計 1,251,169 1,361,345
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 78,335 95,815

売上原価 38,310 62,341

売上総利益 40,025 33,474

販売費及び一般管理費   

研究開発費 136,435 218,363

その他 222,621 204,483

販売費及び一般管理費合計 359,057 422,847

営業損失（△） △319,031 △389,372

営業外収益   

受取利息 412 428

受取配当金 385,914 194,759

補助金収入 － 94,390

その他 14,292 3,622

営業外収益合計 400,619 293,200

営業外費用   

為替差損 － 5,402

営業外費用合計 － 5,402

経常利益又は経常損失（△） 81,587 △101,574

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10,000 －

退職給付引当金戻入額 － 956

特別利益合計 10,000 956

特別損失   

投資有価証券評価損 － 1,841

特別損失合計 － 1,841

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

91,587 △102,459

法人税、住民税及び事業税 4,042 1,042

法人税等合計 4,042 1,042

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △103,501

四半期純利益又は四半期純損失（△） 87,545 △103,501
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 35,545 48,110

売上原価 30,099 21,658

売上総利益 5,446 26,451

販売費及び一般管理費   

研究開発費 49,858 126,174

その他 47,103 116,544

販売費及び一般管理費合計 96,961 242,719

営業損失（△） △91,515 △216,268

営業外収益   

受取利息 102 120

受取配当金 － 194,759

補助金収入 10,831 72,000

その他 1,125 1,125

営業外収益合計 12,058 268,004

経常利益又は経常損失（△） △79,457 51,736

特別損失   

投資有価証券評価損 － 1,841

特別損失合計 － 1,841

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△79,457 49,895

法人税、住民税及び事業税 3,347 347

法人税等合計 3,347 347

少数株主損益調整前四半期純利益 － 49,547

四半期純利益又は四半期純損失（△） △82,804 49,547
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

91,587 △102,459

減価償却費 22,990 16,396

無形固定資産償却費 28,125 28,125

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,169 △1,994

受取利息及び受取配当金 △386,327 △195,187

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,841

売上債権の増減額（△は増加） △12,211 △907

前渡金の増減額（△は増加） △18,546 13,213

仕入債務の増減額（△は減少） 6,127 △1,118

未払金の増減額（△は減少） △40,856 269

未収消費税等の増減額（△は増加） 19,627 5,386

未収入金の増減額（△は増加） － 30,566

その他 △21,522 10,305

小計 △309,838 △195,563

利息及び配当金の受取額 386,426 195,267

法人税等の支払額 △3,793 △2,769

営業活動によるキャッシュ・フロー 72,794 △3,065

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 300,000

貸付けによる支出 － △15,000

貸付金の回収による収入 － 7,300

敷金の回収による収入 44,585 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 44,585 292,300

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 117,379 289,234

現金及び現金同等物の期首残高 647,052 567,047

現金及び現金同等物の四半期末残高 764,432 856,281
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 該当事項はありません。 

  

１．報告セグメントの概要  

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）   

  当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは医薬品の研究開発及び販売、ＥＩＰ製品の販売事業を営んでおり、業種別に区分された事業ご

とに、当社及び当社の連結子会社（以下、事業運営会社）が各々独立した経営単位として、単一の事業に従事す

る経営を採用しております。各々の事業運営会社は主体的に、各事業ごとの包括的な事業戦略を立案し、事業活

動を展開しております。  

  したがって当社グループは、事業運営会社を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、「創薬事

業」「ＥＩＰ事業」の２つを報告セグメントとしております。 

  「創薬事業」は、ＤＤＳ技術を利用した医薬品開発を主な業務とし、「ＥＩＰ事業」は、表面改質化技術を用

いたＥＩＰ製品の販売を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）      （単位：千円）  

  （注）セグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の経常損失と一致しております。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）  

 該当事項はありません。    

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。  

  

  該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

   創薬事業 ＥＩＰ事業  合計 

売上高 

(1）外部顧客に対する売上高  39,245  56,570  95,815

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －

計  39,245  56,570  95,815

セグメント損失  80,256  21,317  101,574

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（不適当な合併等による猶予期間について） 

 当社は、事業基盤を強化し、創薬事業を核とした成長戦略を加速させ、グループとしての企業価値の最大化を図る

ことを目的として株式会社アスクレピオスを株式交換により子会社化しましたが、実質的な存続会社は、当社ではな

いとの東京証券取引所の判断により、当該株式交換の効力発生日である平成19年９月１日より新規上場に準じた審査

を受けるための合併等による実質的存続性の喪失に係る猶予期間に入っております。尚、株式会社アスクレピオスは

平成20年3月19日に、東京地方裁判所により破産手続開始決定がなされ現在破産手続中であります。 

 猶予期間の最終日となる平成23年３月31日までに新規上場審査基準に準じた基準に適合しているか確認できない場

合は、その翌日から監理銘柄（確認中）に指定され、申請が受け付けられた時点で監理銘柄（審査中）に指定されま

す。尚、猶予期間最終日以降も当社株式の取引は従前の通り行うことができます。 

 また、猶予期間終了後最初の有価証券報告書提出日から起算して８日目の日（休業日は除く）までに申請を行わな

い場合は、上場廃止となる銘柄として整理銘柄に指定され、その後１ヶ月間の整理売買を経て東証マザーズ市場への

上場が廃止となります。 

 当社は現在、新規上場審査基準に準じた基準に適合しているかどうかの審査を受けるため、東京証券取引所の定め

る審査基準に則った申請準備を進めております。審査申請には取引参加者（証券会社）の確認書提出が規定されてい

るため、引き続き証券会社に対して幹事証券就任を打診しておりますが、現在のところいずれからも受諾する旨の返

答を得るには至っておりません。 

  

（７）その他
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